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人口8万人に到達・県内随一の伸び率

昭
和
刀
年
2
月
日
日
の
市
制
施

行
以
来
、
大
村
市
の
人
口
が
平
成

7
年
目
月
日
日
、

8
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。

8
万
人
目
の
市
民
と
な
っ
た
の

は
、
古
町
1
丁
目
の
村
上
祐
介
・

若
葉
さ
ん
ご
夫
婦
の
子
ど
も
開
く

ん
で
す
。
叩
月
刊
日
に
生
ま
れ
た

開
く
ん
の
出
生
届
を
、
日
日
朝
お

父
さ
ん
が
市
民
課
に
出
さ
れ
た
と

き
、
遂
に
8
万
人
に
到
達
し
ま
し

た
。甲
斐
田
市
長
か
ら
認
定
書
や
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
居
合
わ
せ
た
市

民
の
皆
さ
ん
、
職
員
の
聞
か
ら
お

祝
い
の
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。
村

上
さ
ん
は
「
8
万
人
達
成
が
近
い

の
は
市
役
所
に
来
る
ま
で
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
よ
い
記
念
に
な
り

光
栄
に
思
い
ま
す
」
と
喜
び
な
が

ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
市
の
人
口
は
、
昭
和
口
年

2
月
の
市
制
施
行
時
に
は
約
5
万

6
千
人
。
最
近
2
年
間
は
、
年
約

1
千
6
0
0
人
の
ベ

l
ス
で
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
の
要
因
と
し
て
、
大

村
市
は
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
生

活
環
境
や
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

県
央
都
市
と
し
て
将
来
の
発
展
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
主
な
原
因
で
す
。
交

通
網
の
充
実
、
福
祉
の

充
実
、
下
水
道
の
普
及

率
の
高
さ
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

8
万
人
到
達
は
、
長

崎
、
佐
世
保
、

諌
早
に

次
い
で

4
番
目
で
す
。

人
口
7
万
人
を
突
破

し
た
の
は
昭
和
白
年
6

月
。
7
万
人
の
市
民
と

な
っ
た
村
由
美
紀
さ
ん

(
鈴
田
小
3
年
生
)
が
日

月
刊
日
、
お
祝
い
の
た

め
村
上
さ
ん
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。

開
く
ん
と
初
め
て
対
面
し
た
美

紀
さ
ん
は
、
「
大
き
く
な

っ
て
く

甲斐田市長から認定証を受け取る村上祐介さん

J.~!~ζ 三、

投与孝三i
お母さんに抱かれた開くんと対面した村由美紀さん

だ
さ
い
」
と
顔
を
覗
き
な
が
ら
、

や
さ
し
く
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

，-・ーーーー、一， ‘ 

8
万
人
到
達
日
あ
て
ク
イ
ズ

3
人
が
到
達
日
を
当
て
る
/

「8
万
人
到
達
日
あ
て
ク
イ
ズ
」

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
応
募

者
総
数
4
1
5
通
の
中
で
、

見
事
、

到
達
日
「
叩
月
日
日
」
を
当
て
た

人
は
3
人
、
惜
し
く
も
1
日
違
い

の
人
は

7
人
と
い
う
結
果
で
し
た
。

次
の
叩
人
の
人
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

( 

.， 

-R到達
日
を
当
て
た
人

・
柴
田
孝
子
・
藤
川
智
絵
・
岸
川

登
美
子

女
到
達
白
(
前
後
)
の
人

・
大
鋳
律
子

・
棚
倉
正
憲
・
土
井

フ
ヂ
・
福
本
奈
保
子
・
梅
崎
猛
・

高
橋
直
子
・
今
岡
一
生
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平成8年 1月号広報おおむら

歴
裏
に
見
る
大
村
の
移
り
変
わ
り

明
治
叩
年
、
東
京
都
の
大
森
近
く
を
走
っ
て
い
た
汽

車
の
窓
か
ら
、
畑
一
面
に
広
が
る
白
い
物
を
見
つ
け
た

1
人
の
外
国
人
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は
初
め
て
の
縄
文

時
代
の
貝
塚
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

発
見
し
た
の
は
モ
l
ス
と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
の
生
物

学
者
で
す
。
こ
れ
以
降
、
「
日
本
人
は
、
い
つ
、
ど
こ
か

ら
や
っ
て
き
た
か
」
に
つ
い
て
、
活
発
な
研
究
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
盛
ん
な
考
古
学
や
民
族
学
は
、
日
本
人

の
起
源
論
、
民
族
論
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
大
村
に
人
が
住
み
始
め
た
の
は
い
つ
か
ら
で

し
ょ
う
か
D

最
初
の
大
村
人

東
彼
杵
町
千
綿
に
井
手
寿
謙
と

い
う
お
坊
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
そ

の
人
物
が
大
村
市
の
野
岳
堤
で
、

細
石
器
と
呼
ば
れ
る
旧
石
器
時
代

(約
1
万
2
、
0
0
0
年
よ
り
以
前
)

終
末
の
石
器
を
発
見
し
た
の
は
昭

和
幻
年
の
こ
と
で
し
た
口

そ
の
後
の
調
査
で
、

さ
ら

舟状木製品(黒丸遺跡・約2，500年前)古

い
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
や
石
器
が

市
内
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
約
2
万
年
前
に
は
大

村
に
人
が
住
み
着
い
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
代
は
山
野
を

移
動
し
て
暮
ら
す
生
活
で
あ

っ
た

の
で
、
い
わ
ゆ
る
大
村
人
と
は
異

な
っ
て
い
ま
す
。
大
村
に
定
住
す

る
人
々
が
現
れ
る
の
は
、
縄
文
時

代
の
終
わ
り
ご
ろ
(
約

2
、
5
0

0
年
前
)
の
こ
と
で
す
。

大
陸
か
ら
稲
作
農
耕
が
伝
え
ら

れ
た
た
め
、
水
辺
や
湿
地
帯
の
周

辺
に
人
々
が
住
み
始
め
、
定
住
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

大
村
人
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
時

代
、
郡
川
下
流
の
沖
田
・
黒
丸
地

区
に
集
落
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
遺
跡
が
「
黒
丸
遺

跡
」
で
す
。

こ
れ
に
続
く
遺
跡
が
弥
生
時
代

中
期
か
ら
後
期
前
半
(
約

2
、
1

0
0
1
1
、
8
0
0
年
前
)
に
か

け
て
栄
え
た
「
富
の
原
遺
跡
」
で

す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
北
部
九

州
(
福
岡
・
佐
賀
県
)
で
作
ら
れ

て
つ
か

た
と
見
ら
れ
て
い
る
鉄
え
や
鉄
剣

が
出
土
し
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
の
特
徴
は
、
そ
れ
ま

で
の
長
崎
県
地
方
の
文
化
的
伝
統

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

一
方
で
は
、

北
部
九
州
の
文
化
的
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
当
時
、
頻
繁
な
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
、
大
村
市
に
住
ん
で
い

た
人
口
は
お
よ
そ

1
、
0
0
0
人

程
度
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
大
村
市
は
こ
の
後
、
郡
川
流
域

と
大
上
戸
川
・
内
田
川
の
流
域
の

2
か
所
を
中
心
に
栄
え
、
都
市
の

文
化
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
大
村
市
の
中
心
と
な
り
つ

つ
あ
る
西
大
村
や
放
虎
原
、
森
園

は
こ
の
時
期
は
原
野
で
、
人
は
ま

だ
住
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

富の原遺跡出土鉄文・鉄剣

大
村
氏
の
時
代

や
が
て
大
村
氏
が
登
場
し
て
統

治
し
、
戦
国
時
代
末
期
の
時
代
純

忠
の
時
代
に
大
村
は
世
界
史
の
中

に
登
場
し
ま
す
。
城
は
市
の
南
部

の
三
城
に
造
ら
れ
、
城
下
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
会
が
造
ら
れ
、
ル
イ
ス
・

フ
ロ
イ
ス
や
少
年
使
節
を
計
画
し

た
ヴ
ァ
リ
ニ
ア
l
ノ
な
ど
の
官
一教

師
が
大
村
を
幾
度
も
訪
れ
、
南
蛮

文
化
が
大
村
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。フ
ロ
イ
ス
の
記
録
で
は
、
こ
の

時
期
の
大
村
領
(
大
村
市
と
長
崎

市
を
含
む
旧
東
彼
杵
郡
・
旧
西
彼

杵
郡

一
帯
)
に
は
、
約
6
1
7
万

人
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
後
、
城
が
玖
島
に
移
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
の
中
心
部
は
玖
島

・
本
町
周
辺
に
な
り
、
ま
た
藩
内

の
家
臣
を
城
下
に
多
く
住
ま
わ
せ

た
こ
と
や
、
生
産
力
が
増
加
し
た

こ
と
か
ら
人
口
が
増
え
ま
し
た
。

幕
末
の
大
村
藩
の
人
口
は
約
日

万
人
で
、
そ
の
う
ち
現
在
の
大
村

市
の
地
域
に
は
約
2
万
人
が
住
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
す
る
と
、
純
忠
の
時

代
に
は
約
1
万
人
程
度
が
大
村
市

に
住
ん
で
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ

ま
す
。

近
代
の
大
村

大
村
の
都
市
が
大
き
く
変
わ
る

の
は
、
明
治
後
半
か
ら
で
す
。
大

村
に
陸
軍
が
創
設
さ
れ
、
や
が
て

海
軍
航
空
隊
、
そ
し
て
東
洋
一
と

い
わ
れ
た
海
軍
航
空
廠
が
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、
人
口
は
急
激
に
増

え
ま
し
た
。
昭
和
日
年
に
は
約
3

万
3
、
0
0
0
人
、
空
廠
が
で
き

た
後
の
昭
和
同
年
に
は
約
6
万
9
、

0
0
0
人
と
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

特
に
、
軍
の
施
設
が
置
か
れ
た

場
所
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
人
が

住
ん
で
い
な
か
っ
た
放
虎
原
を
中

二 m 定♀
大村歩兵第46連隊大正10年ごろ

心
と
し
た
一
帯
で
し
た
。
大
村
は

「
軍
」
の
配
備
に
よ
り
、
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

大村空港時代
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8万人への歩み
昭和17年市制施行以来、53年目にして人口

8万人に到達。ここでは、市制施行後からの

歩みを簡単に振り返ってみます。

戦

前

の

大

村

昭
和
口
年
2
月
U
日

市

制

を

明
治
4
年
、
廃
藩
置
県
が
公
布
。

明
治
沼
年
、
町
村
制
度
が
施
行
さ

れ
、
大
村
市
の
前
身
で
あ
る
1
町

8
か
村
が
独
立
し
た
自
治
行
政
区

画
を
形
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
村
と
大
村
町
が
合

併
。
さ
ら
に
、
昭
和
凶
年
に
大
村

町
と
西
大
村
、
竹
松
の
2
村
が
合

併
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
口
年
2
月
日
日

戦
後
初
年
代
の

大
村

戦
争
が
終
わ

っ
た
昭
和
初
年
に

は
、
人
口
は

4
万
4
、
2
9
2
人

と
、
市
制
施
行
時
よ
り
約
1
万
人

近
く
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
引
き
揚
げ
や
復
員
な
ど
に

よ
り
、

2
年
後
に
は
市
制
施
行
当

時
の
人
口
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

道
路
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
へ

出
資
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険

事
業
、
新
教
育
法
に
よ
る
6
・
3

制
の
整
備
な
ど
に
支
出
が
年
々
増

え
赤
字
決
算
が
続
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
幻
年
、
財

源
確
保
の
た
め
、
全
国
で
初
め
て

「
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
レ
l
ス
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

施

行

初
年
、
陸
軍
歩
兵
部
連
隊
が
駐
屯

し
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
大
正
ロ
年
、

大
村
海
軍
航
空
隊
が
設
置
。
そ
し

て
、
昭
和
問
年
に
大
村
海
軍
航
空

隊
に
隣
接
し
て
、
第
幻
海
軍
航
空

廠
が
設
置
さ
れ
、
人
口
が
急
増
し

た
結
果
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、

市
制
施
行
当
時
の

人
口
は
、

5
万
5
、
9
0
1
人
で

す
口第
幻
海
軍
航
空
廠
の
本
格
的
な

航
空
機
製
作
時
に
は
、
人
口
が
7

万
人
を
超
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

大
村
町
と
三
浦
、
鈴
田
、
菅
一瀬、

福
重
、
松
原
の
1
町
5
か
村
が
合

併
。
こ
こ
に
、
全
国
で

1
8
8
番

目
、
県
下
で
は
5
番
目
に
市
制
を

施
行
し
、
「
大
村
市
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

市
制
施
行
へ
の
歩
み
に
拍
車
を

か
け
た
要
因
は
、
自
然
環
境
や
地

理
的
条
件
な
ど
の
面
で
、
県
下
で

優
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治

全国初のモーターボートレースを開催

昭和27年に開設された

大村ボートは、

時代の流れ、ボートファ

ンの要望も含め収益の増

収を図るために、昭和44

年新しいスタンドを完成。

昭和52年には、一般会計

への繰り入れが、これま

での最高の約30億円と市の財政を潤しました。

しかし、レジャーの多様化などにより、年々ボートの収益も

減少しました O そこで、ロイヤルスタンドの建設。 さらに、大

型映像装置の設置など取り組みながら、誰にでも楽しめる娯楽

として、明るい環境の魅力的な競艇場づくりを進めています。

その後:、

初
年
代
は
再
建
の
時
代

4 -

収
益
事
業
の
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
レ
l
ス
の
増
収
が
伸
び

悩
み
、
昭
和
泊
年
、
地
方
財

政
再
建
整
備
法
の
適
用
に
よ

り
、
赤
字
再
建
団
体
と
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
認
年
に
は
、

未
曾
有
の
集
中
豪
雨
に
よ
る

大
水
害
に
遣
い
、
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
市
民

一
体
と
な

っ
た
復

旧
活
動
に
よ
り
、
短
期
間
の
内
に

よ
み
が
え
り、

近
代
的
な
市
街
地

が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

8
年
間
と
い
う
自
治
庁
監
督
下

で
の
行
政
運
営
は
債
務
が
完
了
し
、

昭
和
却
年
度
か
ら
、
独
立
で
再
出

発
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
企
業
誘
致
に
も
力
を

昭和32年の大水害

入
れ
、
昭
和
弘
年
、
九
州
電
力
大

村
発
電
所
が
操
業
。
同
年
、
長
崎

県
の
空
の
玄
関
と
し
て
、

大
村
空

港
が
開
港
し
ま
し
た
。

初
年
前
半
の
人
口
の
伸
び
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
昭
和

弘
年
に
約
6
万
1
、
0
0
0
人
を

記
録
し
て
い
ま
す
。

幼
年
代
は

企
業
誘
致
を
推
進

昭
和
初
年
代
後
半
か
ら
、
国
民

所
得
倍
増
論
に
よ
り
個
人
所
得
の

伸
び
は
著
し
く
向
上
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
京
阪
神
・
名
古
屋
方

面
へ
の
人
口
流
動
に
よ
り
、
昭
和

必
年
ご
ろ
に
は
、
人
口
が
約
5
万

6
、
0
0
0
人
に
減
少
し
ま
し
た
。

人
口
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、

さ
ら
に
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
大
村
に
工

場
を
設
置
し
た
企
業
の
中
に
は
、

現
在
、
商
工
業
発
展
の
推
進
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
工
場
も
あ
り

ま
す
。



平成8年 1月号広報おおむら

切
年
代
は

交
通
網
の
整
備
に
取
り
組
む

昭
和
印
年
、
世
界
で
初
め
て
の

海
上
空
港
が
開
港
。
国
際
化
時
代

の
幕
開
け
を
告
げ
る
と
と
も
に
、

長
崎
県
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
も

役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
東
京
、
大
阪
方
面
は
も
ち
ろ

ん
、
中
国
・
上
海
の
定
期
航
路
が

開
設
。
利
用
客
は
着
実
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

陸
上
交
通
で
は
、

昭
和
町
年
に

閃
年
代
|
現
在

躍

進

す

昭
和
臼
年
6
月
、
人
口
が
7
万

人
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
2
年
に

は
、
長
崎
自
動
車
道
・
大
村

1
武

雄
北
方
間
の
開
通
な
ど
、
高
速
道

路
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
、
大

村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
に
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
が
開
設
。
先
端
技
術

産
業
の
導
入
と
地
域
企
業
の
高
度

化
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
市

制
印
周
年
を
迎
え
た
平
成
4
年
に

は
、
「
花
と
歴
史
と
技
術
の
ま
ち
」

を
テ
l
マ
に
、
活
力
あ
る
県
央
都

市
を
め
ざ
し
て
、
多
彩
な
記
A
7
事

業
を
展
開
し
ま
し
た
。

平
成
5
年
に
は
、
県
央
地
域
が

「
地
方
拠
点
都
市
」
の
指
定
を
受

長
崎
自
動
車
道
の
大
村
1
多
良
見

聞
が
開
通
。
物
流
拠
点
都
市
づ
く

り
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
村
・
鹿
島
線
が
国
道

に
昇
格
、
全
線
開
通
に
向
け
て
の

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
人
口
も
増

加
。
昭
和
回
年
に
は

6
万
9
、
0

0
0
人
余
り
と
、

7
万
人
到
達
が

目
の
前
と
な
り
ま
し
た
。

る

大

村

市

け
、
輸
入
促
進
地
域

(
F
A
Z
)

の
指
定
、
ま
た
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク

大
村
(
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
イ

ア
事
業
)
は
、
長
崎
空
港
と
併
せ

て
長
崎
自
動
車
道
大
村
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
近
接
す
る
な
ど
、
交

通
ア
ク
セ
ス
や
立
地
条
件
に
優
れ

た
環
境
の
よ
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。

現
在
、
事
務
所
・
研
究
所
な
ど

の
施
設
の
集
積
を
図
る
た
め
、
造

成
中
の
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
団

地
は
、
平
成
9
年
度
の
分
譲
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

医

療

と

住

環

境

の

整

備

を

去
年
叩
月
、
人
口
8
万
人
を
記

録
し
た
。
本
市
に
と
っ
て
は
、
心

な
ご
む
朗
報
で
あ
る
口

軍
都
と
し
て
約
6
万
余
人
を
抱

え
た
人
口
が
、
終
戦
に
よ
っ
て

4

万
余
人
に
落
ち
込
ん
だ
。
日
年
を

経
て
、
よ
う
や
く
倍
増
と
な
っ
た 茂さん

わ
け
だ
が
、
や
や
遅
足
の
感
は
拭

い
え
な
い
。

昭
和
末
期
か
ら
平
成
に
か
け
て
、

国
内
の
経
済
は
狂
気
に
近
い
発
展

ぶ
り
を
み
せ
た
。

当
時
の
首
長
、
担
当
者
は
H

誘

致
H

と
い
う
パ
ス
に
乗
り
遅
れ
ま

い
と
奔
走
し
た
が
、
市
民
が
評
価

す
る
企
業
は
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

元
市
長
大
村
純
毅
氏
が
話
さ
れ

た
は
、
「
大
村
は
長
崎
と
佐
世
保

の
間
に
あ
る
。
両
市
は
大
陸
に
向

け
H

良
港
H

を
持
ち
、
そ
の
う
ち
、

高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
都
市
と
な

佐竹

た

ん

そ

う

淡

窓

の

見

た

大

村

人

気

質

一
昨
年
か
ら
一
般
市
民
対
象
に
、

ご

こ
う
か
ん

「
平
成
五
教
館
塾
」
が
始
ま
っ
た
。

中
央
の
著
名
識
者
の
講
演
に
大
変

な
好
評
を
博
し
て
い
る
。

そ
の
塾
名
と
も
な
っ
て
い
る
五

教
館
は
、
大
村
藩
の
藩
校
で
あ
っ 久田松和則さん

た
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で

も
な
い
。
今
日
、
塾
名
に
使
用
さ

れ
る
な
ど
、
大
村
人
に
と
っ
て
誇

る
べ
き
学
校
な
の
で
あ
る
い

と
こ
ろ
が
、
天
保
・
弘
化
年
間

の
幕
末
に
、

二
度
に
わ
た
っ
て
五

教
館
に
招
か
れ
た
日
田
の
学
者
・

広
瀬
淡
窓
は
、
五
教
館
お
よ
び
大

村
人
の
気
質
に
痛
烈
な
批
判
を
あ

び
せ
た
。

「
大
村
人
に
は
学
問
を

好
む
人
少
く
、
文
教
振
わ
ず
、
五

教
館
の
学
風
は
、
古
典
の
訳
読
の

み
で
、
詩
文
を
作
る
こ
と
な
く
、

時
覧
の
意
識
に
欠
け
て
い
る
。」

る
。
両
市
の
模
倣
は
致
底
無
理
で

あ
る
。
自
然
体
で
生
き
る
以
外
に

活
路
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

今
後
の
都
市
づ
く
り
は
企
業
都

市
で
も
な
く
、
工
業
都
市
で
も
な

い
。
高
齢
化
し
て
い
く
国
勢
の
中

か
ら
見
い
だ
す
も
の
は
、
医
療
都

市
と
住
環
境
の
整
備
で
あ
る
。

他
市
に
比
べ
、
園
、
公
立
病
院
、

特
色
あ
る
医
院
な
ど
、
ま
た
、
患

者
と
密
接
に
つ
な
が
る
看
護
体
制

も
万
全
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
、
整

っ
た
医
療
機
関
は
他
市
に
な
い
。

課
せ
ら
れ
た
都
市
づ
く
り
は
、
こ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
と
期
待
し

た
い
。

と
誠
に
手
厳
し
い
。

低
調
な
学
風
に
淡
窓
は
、
学
生

た
ち
の
成
績
を
毎
月
1
日
に
は
廊

下
に
張
り
出
し
、
公
表
し
た
。
ま

さ
に
現
在
の
進
学
校
並
み
の
迫
力

で
あ
る
。

し
か
し
、
大
村
人
に
も
意
地
が

あ
っ
た
。
こ
の
淡
窓
の
し
っ
た
激

励
の
か
い
あ
っ
て
か
、
そ
の
五
教

館
か
ら
幕
末
・
明
治
維
新
に
数
多

く
の
人
材
を
輩
出
す
る
。

人
口
8
万
人
。
人
が
増
え
る
ほ

ど
、
そ
の
地
域
の
歴
史
を
正
し
く

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史

博
物
館
の
適
切
な
場
所
で
の
、
早

期
実
現
を
望
ん
で
い
る
。

ω万
都
市
を

め
ざ
し
て

昭
和
刀
年
、
わ
が
「
大
村
市
」

が
誕
生
。
戦
後
の
復
興
期
、
高
度

成
長
期
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
低
成

長
時
代
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
、
ま

さ
に
激
動
の
時
代
を
経
て
成
長
し

て
き
ま
し
た
。

そ
の
問
、
市
民
の
皆
様
方
、
大

村
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

思
う
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
、
ご
協

力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
い
た
し
ま

す
。今
後
、
長
崎
県
央
の
交
通
物
流

拠
点
都
市
と
し
て
の
基
盤
整
備
と
、

美
し
い
自
然
や
豊
か
な
歴
史
を
大

切
に
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

- 5 -

躍
進
す
る
大
村
市



花
と
縁
の
あ
る

大
村
の
ま
ち
に

『
人
口

8
万
人
」
と
い
わ
れ
て

も
、
僕
に
は
実
感
が
わ
い
て
こ
な

い
。
僕
が
生
ま
れ
て
同
年
の
問
、

大
村
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の

は
、
あ
ま
り
に
も
自
然
す
ぎ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

幼
い
こ
ろ
の
記
憶
を
た
ど
っ
て

み
る
と
、
大
村
の
変
化
が
す
ぐ
に

わ
か
る
口
よ
く
真
ん
中
を
通
っ
て

帰
っ
た
田
畑
は
住
宅
地
に
、
カ
ブ

ト
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
を
採
り
に
行
っ

て
い
た
雑
木
林
は
道
路
と
な
り
、

あ
ま
り
変
化
の
な
か
っ
た
我
が
家

の
周
囲
も
、
道
路
建
設
の
た
め
に

立
ち
退
く
こ
と
に
な
っ
た
。

大
村
が
発
展
し
て
い
く
の
は
と

て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
。
け
れ

ど
も
少
し
寂
し
い
気
も
す
る
。

「僕
が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
の
大
村

は
も
う
な
い
ん
だ
な
あ
・
:
」
と
、

大
村
の
未
来
を
握
っ
て
い
る
の
は

僕
た
ち
で
す
口
僕
は
大
村
市
民
と

し
て
、
人
と
自
然
に
優
し
い
「
花

烏奇透くん・ 16歳
(大村高校1年)

歴
史
文
化
を
考
え

た
ま
ち
づ
く
り
を久冨雅美さん・ 48歳

(活き活きおおむら推進会議)

平成8年 1月号

地
方
都
市
の
個
性
が
要
求
さ
れ

る
今
、
私
た
ち
活
き
活
き
大
村
推

進
会
議
は
、
す
て
き
な
文
化
都
市

づ
く
り
の
た
め
、

「平
成
五
教
館

塾
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

天
正
遣
欧
少
年
使
節
な
ど
、
ほ

か
に
は
類
を
み
な
い
素
晴
ら
し
い

歴
史
文
化
を
抜
き
に
し
て
は
、
大

村
の
発
展
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら

で
す
。
文
化
が
人
を
は
ぐ
く
み
、

人
が
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、
市
民
の
た
め
に
、
今
以
上
の

暖
か
み
の
あ
る
住
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

M
時

間
空
港
、
橋
の
架
か
っ
た
美
し
い

大
村
湾
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
と
、

長
崎
の
県
央
都
市
と
し
て
経
済
の

中
心
と
な
り
、
観
光
地
や
ス
ポ
ー

ツ
の
地
と
し
て
も
、
日
本
は
も
と

よ
り
、
ア
ジ
ア
へ
も
名
を
馳
せ
る

よ
う
に
な
る
の
も
、
夢
で
は
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

日
本
経
済
も
不
安
定
な
様
相
を

広報おおむら

と
緑
の
ま
ち
大
村
」
を
守
っ
て
い

き
た
い
。
現
在
、
大
村
で
暮
ら
し

て
い
る
人
と
こ
れ
か
ら
大
村
で
暮

ら
す
人
の
た
め
に
も
・
・
・
0

も
っ
と
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を

岡成久美子さん・ 30歳
(主 婦)

牛
乳
パ
ッ
ク
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
バ
ッ
グ
・
ト
レ
l
・
ベ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶

.
透
明
瓶
・
茶
色
瓶
・
緑
色
瓶
・

乾
電
池
・
古
新
聞
・
古
雑
誌
:
:
:

我
が
家
の
分
別
箱
の
内
容
で
す
。

私
が
リ
サ
イ
ク
ル
や
省
資
源
と

か
に
、
格
別
の
意
識
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
今
ま
で
が
そ
う
だ
つ

た
か
ら
、
習
慣
と
し
て
身
に
つ
い

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
4
か
所
の
町
(
い

ず
れ
も
長
崎
県
外
)
に
住
み
ま
し

た
が
、
ど
こ
も
ゴ
ミ
収
集
に
は
、

独
自
の
ル

l
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
村
は
分
別
収
集
が

少
な
い
よ
う
で
す
。
人
口
が
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
加
す
る
町
な

ら
ば
、
今
か
ら
回
収
シ
ス
テ
ム
を

な
し
て
き
で
い
ま
す
が
、
苦
し
い

財
政
の
中
で
も
大
事
な
も
の
を
見

失
う
こ
と
な
く
、
目
の
前
に
き
て

い
る
大
村
の
幻
世
紀
を
、
生
き
生

き
と
と
も
に
目
ざ
し
た
い
も
の
で

す。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

住
み
よ
い
ま
ち
を

言
語
障
害
児
・
者
の
治
療
な
ど

を
担
当
す
る
言
語
療
法
士
を
志
す

学
生
を
指
導
す
る
た
め
に
、
大
村

に
き
て
約
3
年
が
た
ち
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
仕
事
を
通
じ
、
多
く

の
人
と
も
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。

院

歳
苧

A
品

寸

、

二
J

qd
ヨ、ン

ん
-

え
』
テ

司
リ
哲、叱
数
ハ
ド

為
附長

私
の
好
き
な
こ
と
ば
に

二

期

、一
ム
デ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
私
が

一
番
好
き
な
も
の
は
笑
顔
で
す
。

こ
の
二
つ
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る

の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

私
の
所
属
す
る
学
校
に
は
、
年

間
を
通
じ
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
依
頼
が
あ
り
、
学
生
も
忙

し
い
時
間
を
割
い
て
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
参
加
す

る
た
び
に
学
生
た
ち
も
前
述
し
た

定
着
さ
せ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
造
成
中
の
場
所
が

随
分
見
ら
れ
ま
す
が
、
思
い
切
っ

て
電
線
を
地
中
に
埋
め
込
ん
だ
ら

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
せ
っ
か
く

の
広
い
青
空
が
台
無
し
で
す
も
の
。

も
う
出
来
上
が
っ
た
町
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
町
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
す
て

き
な
魅
力
的
な
町
に
な
っ
て
欲
し

い
で
す
ね
。

み
ん
な
で
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
よ
う

大
村
市
青
年
農
業
者
会
の
会
員

10万都市へ向けての歩みは

もう怯じまっています。ー

そこで、 ~O人の皆さんに三
れからの大村について考え

ていただきました。なってほしい

f 

んな大村に
、ヂ

」ー

二
つ
の
こ
と
、
ま
た
は
そ
れ
以
上

の
も
の
を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
だ
れ
で
も
で
き
る

こ
と
で
す
。
大
村
が
よ
り
住
み
よ

い
ま
ち
に
な
る
た
め
に
は
、
生
活

環
境
が
整
備
さ
れ
る
だ
け
で
は
不

完
全
で
す
。
心
豊
か
な
ま
ち
に
す

る
た
め
の
一
つ
に
、
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
〆
加
を
望
み
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
た
ま
ち
に

e 
e 

寝込轟園田程調・

鶴田真里子さん・ 12歳
(玖島2丁目 ・大村小6年)

私
た
ち
の
大
村
市
は
、
美
し
い

大
村
湾
と
緑
に
固
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
町
で
あ
る
こ
と
が
自
慢
で
す
口

そ
れ
に
加
え
て
、
大
型
庖
や
大

は
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
現
在

私
を
含
め
初
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
も
年
に

一
人
二
人
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
農
業
後
継
者

育
成
の
早
急
な
対
策
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
市
の
協
力
を
あ
お
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
私
た
ち
の
主
食
で
あ
る

米
は
、
平
成
6
・
7
年
度
米
と
も

豊
作
で
、
余
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
平
成
5
年
度
の
よ
う
な
長
雨

に
よ
る
冷
害
や
農
業
者
の
高
齢
化

に
よ
る
労
働
意
欲
の
減
退
、
ま
た
、

世
界
に
目
を
向
け
る
と
中
国
は
、

穀
物
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
へ
衰
退

と
い
っ
た
よ
う
に
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
す
。

経
済
発
展
優
先
で
、
自
然
は
汚

さ
れ
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
か
け
て
い

ま
す
。
ま
た
自
然
が
病
む
と
き
、

人
も
ま
た
弱
っ
て
い
き
ま
す
口
そ

ん
な
混
と
ん
と
し
た
時
代
の
中
で

幻
世
紀
に
明
り
を
と
も
す
の
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
も
っ
と
未

来
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
思
う
心

だ
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
明
る
い
大
村
を
つ
く

規
模
な
工
場
な
ど
が
続
々
と
建
ち

始
め
、
く
ら
し
も
便
利
に
な

っ
て

き
ま
し
た
。
市
民
8
万
人
突
破
と

い
う
飛
躍
的
な
人
口
増
加
も
、
大

村
が
こ
ん
な
に
す
て
き
な
町
だ
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
に
は
心
配
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
は
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
、
よ
く
野
岳
の
方
へ
行
っ
て

い
ま
す
。
野
岳
か
ら
見
る
大
村
の

町
は
、
最
近
、
畑
や
田
ん
ぼ
の
緑

と
代
わ
り
、
赤
や
青
の
か
わ
ら
が

目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
本
に
、
こ
ん
な
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
人
間
は
、
自
然
を
少
し
ず
つ
変

え
て
い
き
、
高
い
文
明
を
築
い
て

き
た
」私
た
ち
の
大
村
が
、
発
展
し
て

い
く
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
大
切
な
緑
が
減
っ
て
い
く
の

は
、
そ
の
喜
び
よ
り
も
悲
し
い
で

す
。大
村
が
発
展
し
な
が
ら
、
大
村

湾
と
多
く
の
緑
を
守
っ
て
い
け
る

か
は
、
私
た
ち
大
村
市
民
、
一
人

ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

商
庖
街
の
再
開
発
で

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

市
内
随
一
の
商
業
地
の
中
心
で

あ
る
上
駅
通
り
地
区
ア
ー
ケ
ー
ド

街
は
、
郊
外
庖
な
ど
の
進
出
や
購

買
力
の
市
外
へ
流
出
な
ど
の
影
響

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
し
た
ま
ち
に

高
齢
化
お
よ
び
長
寿
化
が
進
展

す
る
中
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需

要
が
急
速
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

在
宅
福
祉
の
中
核
を
担
う
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

l
に
対
す
る
、
地
域
住

民
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
中
、

福
祉
施
策
も
大
き
く
変
化
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

安田フミ子さん・ 52歳
(協和町 ・ホームヘルパー)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
な
っ
て
日

年
、
い
ろ
い
ろ
な
利
用
者
と
の
出

会
い
と
別
れ
、
ま
た
戦
後
日
年
と

い
い
ま
す
が
、
戦
争
な
ど
昔
の
苦

労
話
を
聞
き
な
が
ら
の
仕
事
に
い

つ
も
学
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
障
害
を
持
っ
た
高
齢

者
で
あ
っ
て
も
、
車
椅
子
で
外
出

し
、
好
き
な
買
物
が
で
き
、
友
人

に
会
い
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
r
加
す
る

な
ど
、
自
分
の
生
活
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
願
っ
て
い
ま

す
D

を
受
け
、
近
年
や
や
活
力
を
失
い
、

現
状
の
ま
ま
で
は
経
営
不
振
の
み

な
ら
ず
、
ま
ち
全
体
が
衰
退
に
至

る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

将
来
的
に
、
日
本
の
人
口
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
大

村
市
の
人
口
は
増
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

今
後
、
大
村
に
人
を
引
き
つ
け

る
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
競
争

力
を
高
め
、
若
者
の
市
外
流
出
を
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上

防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

経
営
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
働
く

人
や
消
費
者
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
よ

う
と
、

「上
駅
通
り
地
区
市
街
地

開
発
準
備
組
合
」
を
発
足
さ
せ
、

商
庖
街
の
活
性
化
を
推
進
す
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
。

大
村
市
の
地
区
更
新
基
本
計
画

(
平
成
3
年
度
策
定
)
に
添
っ
た

上
駅
開
発
構
想
に
は
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、
商
業
な
ど
の
地
区
の
魅

力
を
高
め
る
よ
う
な
要
素
を
含
ん

で
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
一
体

と
な
っ
て
推
進
し
た
い
。

高
齢
者
の
た
め
の

ス。ホ
l
ツ
施
設
を

6 -

人
間
は
年
を
と
る
と
、
体
力
の

衰
え
が
日
に
見
え
て
き
ま
す
。
体

力
の
老
化
防
止
に
は
、
何
よ
り
も

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
肝
要

で
す
。
自
分
の
好
み
や
体
力
に
合

わ
せ
て
集
団
で
実
行
し
た
り
、
あ

る
い
は
個
人
技
を
伸
ば
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

幸
い
、
大
村
の
自
然
環
境
は
素

晴
ら
し
い
。
こ
の
環
境
を
最
大
限

に
活
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
の

充
実
を
図
り
、
市
の
中
央
部
付
近

に
高
齢
者
用
の
体
育
施
設
や
屋
内
・

屋
外
の
競
技
場
、
周
り
を
緑
の
木

で
囲
み
、
遊
歩
も
可
能
で
、
そ
こ

を
訪
れ
る
と
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
を

気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
施

設
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
を
保

持
し
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
健
全

で
明
朗
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

古川敏夫さん・ 80歳
(古町2丁目)

若
い
力
で
活
性
あ
る

叩
万
都
市
大
村
に

松尾ヨシカさん・ 77歳
(岩松町・主婦)

大
村
市
の
人
口
が
8
万
人
に
達

し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま

し
た
と
き
、
わ
が
郷
土
の
た
く
ま

し
さ
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

福
祉
宣
言
都
市
と
し
て
市
民
の

福
祉
に
力
を
注
が
れ
、
高
齢
者
に

対
す
る
配
慮
を
有
り
難
く
感
じ
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
は
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
反
面
、
赤
ち
ゃ
ん
の

出
産
率
が
低
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
少
子
化
が
進
む
と
、

日
本
は
お
年
後
に
は

4
人
に
1
人

は
老
人
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
少
子
化
の
と
き
、

5
人
の
お
子
さ
ん
を
、
愛
情
を
も

っ
て
産
み
育
て
ら
れ
た
お
母
さ
ん

を
、
何
か
の
か
た
ち
で
表
彰
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
郷
土
に
若
い
力
が
は

ぐ
く
ま
れ
、
活
性
あ
る

「叩
万
都

市
大
村
」
が
近
い
将
来
に
実
現
し

ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
る
も
の
で

す。
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と写真集ミおおむらの昔と今

企大正時代末ごろ...昭和30年ごろ (日本で最も早く昭和27年に
始まった大村競艇の横断幕が張られています)

v 現在

三城城跡から古町方面を望む

v 現在

大村駅前

T!:::鯨大村湾にあがるョ

A 昭和10年ごろ
琴の浦橋から玖島崎を望む
(現在の国道34号幸町付近) v現在昭和12年、大村東浦で鯨が捕獲された。江戸時代ごろまでは、

西彼杵郡外海の陸地近くでも鯨が見られたという。
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4
県
立
大
村
中
学
校
ボ
l

ト
レ
ー
ス

明
治
お
年
か
ら
校
内
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
多
く
の
見

物
客
で
賑
わ
っ
た
。
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